
セルフコントロールをするための情報や、ピアカウンセリング(仲間同士の相談)を

通じて、皆さんが前向きに生きることができるよう、サポートをさせていただきます。

皆さんが日々の生活に希望を持ち、ＱＯＬ(生活の質)が向上して、自分らし<

生きることがきっとできるようになるはずです。

私たちも患者です。私たちの蓄積した経験と知識に基づき、情報を発信しながら

｢患者｣と｢医療｣と｢社会｣をつなぐ役割を果たす会なのです。

　　　　　　

懸嚇

認定1ヽ､､ｐｏ法人日本アレルギー友の会



活動内容
慢性疾患を持っていると、症状がよいときも悪いときもあり、

このままの治療でよいのか、なにか改善しなければいけない

のではないかなど、不安になることがありませんか？

◇病気がなかなかよくならないし、処方された薬の副作用も心配。

－‥

　

-‥－

◇今の治療で本当によいのか、専門医に診断してもらいたい。

病気の辛さや 安を、家族はわかってくれない。

そんなときに、いつでもあなたの近<にいるのが日本アレルギー友の会です。

患者や家族の皆さんが、正しい治療情報を得て、病気を持ちながらも安心して暮らす

ことができるように、さまざまな活動を行っています。

１。患者による療養相談

電話や来訪による療養相談に応じています。日本アレルギー学会、日本皮膚科学会の

治療ガイドラインに基づき、長年ぜんそくやアトピー性皮膚炎と付き合い、苫しみを乗り

越えて来た相談員が、患者の立場からアドバイスを行います。また、疾患を持つことの

心の悩みや不安も、同じ患者だからこそ理解できる相談員が、ピアカウンセリング(仲問

同上の相談)をすることによりサポートいたします。

２。月岡紙｢あおぞら｣の発行

専門医からの最新情報、患者の体験記、最新の薬の情報、日常生活での工夫、講演会案内など、患者の

求める情報をまとめた機関紙を毎J｣ご白宅にお送りいたします。

:l．呼門医による講演会の開催

治療の第-線で活躍をしているヴ門医を講師に迎え、患考に必要な

最新の治療情報を提供します。

　

特に講師との質疑応答を充実させる

ことにより、参加者が個別に抱える問題の解決を図っています。

｣。患者交流会の開催

　

毎月第3七曜日に、日頃(7し)悩みを

患者同十で話し合い、疾患との付き合い方を共に学ぶ患者交流会を

開催しています。ひとりで悩まずに、話してみませんか？

5。勉強会・座､淡会の開催

　

日常生活でｏ対応法や吸人器など(Dlf.しい使い方、外用薬ｏ塗り方

の実演など、患者が知りたい身近な内容について専門家を招き、随時勉強会を開催しています。

6。ホームページの運営

　

信頼できる治療方法、専門医ｏかかり方、患者の体験記、薬の一覧や

患者自身が質問に答えるＱ＆Ａなど、患者に必要な情報を公開しています。

【ＵＲＬ】ｈｔｔｐ＝1lｗｗｗ．alleｒｇｙ・ｇｒ－ipi

7．ｊ－ルマガジンの配信

　

会員以外の方にもメールマガジンで、様々な情報を配信しております。

S。講演活動・マスコミへの帖報捉供

日本アレルギー学会や日本皮膚科学会などの外部団体において、患者

の立場からの提言や情報提供を行っています。また、アレルギー疾患の
TEしい知識と思考の意見を社会に発信するために新聞、テレビ、雑誌、

書籍などへ情報提供をしています。

≪出版物≫

(患者だからわかる

１患古/ﾌﾞﾉ汗寸j)刀言

アトピー性皮膚炎」

成人･①川脳イく｜（小学館発行）



　　　　　　　　　　　　　　

≪顧問の先生盲について≫

ぜんそくやアトピー性皮膚炎の診療に実績のある約70名の専門医の先生を顧問に迎え、医療に関するご指導をいただき、

患者の皆さんに、エビデンス(証拠)のある正しい知識を提供することが当会の使命と考えております。

【寓木先生からのメッセージ】

日本アレルギー友の会は､過去

約40年にわたり蓄積された経験と

知識に法づく情報を発信されて、

多くの患者さんに夢と希望を与え

病気の自己竹理､ひいては自ぐ

に向けて貢献してこられました。

その業績は高く評価されています。

公益財団法人日本アレルギー協会理事長

東京大学名誉教授

　

宮本昭正先生

，【成人ぜんそく】

幼少時からのぜんそくで、30歳を過ぎて

ステロイド吸人を処方され、それからは

大きな発作はなくなりました。友の会の

情報や体験談は、ぜんそくを克服する

拠り所となっています。訳了･のよい時

　

は趣味の登山もでき、口本百名山

　　

の登頂や、念願の徒歩での

　　　　

英国縦断も達成

　　　　　

できました。

ぜんそく部門

　　

常任顧問

ｌ

関東中央病院呼吸器内科部長

　　　　　

坂本芳雄先生

　　　　

【小児ぜんそく】

次女は1歳2ヵ月でぜんそくを発症

　

してから、2歳までに7回も人院を

するくらい重症でした。現在も治療

を続けていますが、発作の回数は

乍に数回と、少なくなりました。

友の会の講演会で、主治医以外の

先生の話を聞けて、気持ちが楽に

なったのを党えています。

主人も一緒に参加することで、ぜん

そくへの理解も深まりました。

また、一番大変だった時、友の会

の方に親身に話を聞いてもらった

　　

ことが支えになりました。

【ｱﾄﾋﾟｰ性皮膚炎】

江藤隆史先生

毎日の生活が困難になるほど、アトピー

がひどかった私。錯綜するアトピー情報

の中、医師の下で標準治療を行い、今は

毎日ちゃんと生活できるようになりました。

友の会で常に新しい情報提供を受け、

　

わからないことは電話でアドバイスを

　

もらい、安心してアトピーと上手に

　　　

付き合っていけるように

　　　　　　

なりました。

≪賛助企l業≫認定ＮＰＯ法人口本アレルギー友の会は、下記を業のご支援を得て運営をしております。

アクセーヌ㈱

　　　　　

ＭＳＤ㈱

　　　　　　　　　　　

塩野義製薬㈱

　　　　　

ノバルティスフアーマ㈱
アステラス製薬㈱

　　　

オムロンコーリン㈱

　　　　　　

㈱資生堂

　　　　　　　

パリ・ジャパン㈱
アストラゼネカ㈱

　　　

㈱カービックジャパン

　　　　

ダイワボウノイ㈱

　　　

マルホ㈱
アボットジャパン㈱

　　

花王㈱

　　　　　　　　　　　　

田辺三菱製薬㈱

　　　　

ヤサカ産業㈱
エーザイ㈱

　　　　　　

グラクソ・スミスクライン㈱

　　　

帝人ファーマ㈱
ＮＩ帝人商事㈱

　　　　

サノフィ㈱

　　　　　　　　　　

鳥居薬品㈱

　　　　　　　　

（50音順）



日本で最七歴史あるアレルギー疾患患者の会

当会は昭和44年(1969年)２月、東京都墨田区にある同愛記念病院のアレルギー

病棟に入院をしていた、ぜんそく患者たちによって発足をいたしました。

以来、多<の善意と患者のボランティア活動に支えられて全国組織となり、会員数も

医師賛助会員200名を含め、約1,100名となりました。そして、専門医の方々をはじめ、

社会的にも認めていただけるようになり、平成14年6月にＮＰＯ法人の認可、そして

平成24年6月に認定ＮＰＯ法人の認定を受け、さらなる社会的信用力を得ることが

できました。また、当会はぜんそくやアトピー性皮膚炎の患者やその家族、またはその

支援者によるボランティアで運営されています。

信頼ある患者会として、日本アレルギー学会や日本皮膚

科学会などの専門医の学会において、患者からの提言を

発表しています。また、新聞や雑誌の取材などにも協力し、

対外活動実績

アレルギー疾患患者の現状などの情報を社会へ発信しています。さらに下記のような

患者支援プロジェクトにも参画し、患者を取り巻<環境の改善にも取り組んでいます。

●患者の声協議会

　　

●喘息患者の生活･環境意識全国調査

〔主な学会発表･取材協力〕

◇第22回

　

日本アレルギー学会春季臨床大会

　　　　　　

「療養相談からわかるアトピー性皮膚炎患者の現状とアレルギー専門医へのメッセージ」

◇第32回

　

日本小児皮膚科学会学術大会「アトピー性皮膚炎と上手に付き合うために」

◇第24回日本小児難治性喘息･アレルギー疾患学会「気管支喘息を取り巻く環境－その問題点と対策」

◆毎日新聞『ステロイド外用剤アトピー性皮膚炎の薬怖いイメージは誤解』

◆朝日新聞『患者を生きる「大人のアトピー」』

◆N H K　ｒｒきょうの健康」アトピー性皮膚炎病気とどう向き合う？』　　　　　　　　他多数

《年会費》 普通会員：４,０００円

医師賛助会員：6,OOO円

懸参詣詰白､、日本アレルギー友の会

〒135-0002

　

東京都江東区住吉2-6-5インテグレート村上ビル3F

E-mailトj-allergy(g)nifty.com

　　

URL ●・httpソ/ｗ　ｗｗ.allergy.gr.jp/

　　

TEL

　

03-3634-0865 FAX　03-3634-0850
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